曽念祖・台北駐福岡弁事処新処長が７月１６日に着任 

　台北駐日経済文化代表処の曽念祖・総務部長が台北駐福岡経済文化弁事処（台北駐大阪経済文化弁事処福岡分処）の新しい処長に任命されたことから、東京・白金台の台北駐日経済文化代表処で６月２９日午前に宣誓式が行われた。 

　宣誓式では、監誓人である馮寄台・駐日代表および、羅坤燦・駐日副代表、廖経邦・駐日副代表が立ち会うなか、曽念祖・新駐福岡処長は中華民国国旗ならびに国父（孫文）の肖像画に向かい、右手を挙げ、宣誓文を読み上げた。 

　駐福岡弁事処は台湾と九州７県および山口県との交流窓口である。７月１６日より駐福岡弁事処に着任する曽・新処長は、「３０年前にはじめて福岡を訪れたとき、人情味あふれる人々が印象的だった。九州には草千里などの美しい自然、湯布院などの温泉、博多どんたく祭りなどの伝統文化があり、多くの台湾人観光客をひきつけている。鹿児島を舞台にした『篤姫』や佐賀の『がばいばあちゃん』などのテレビドラマは、台湾でも放送されて人気がある。長崎の平戸は鄭成功の生誕地としても知られている。また、台湾では今年１１月から台北花博が開催されるので、ぜひ九州の方々にも台湾にお越しいただきたい。今後、経済・貿易、科学技術、観光、文化、修学旅行などさまざまな分野で相互交流を深めてまいりたい。台湾と九州および山口の交流の架け橋として、全身全霊で職責を全うしたい」と抱負を述べた。 

曽念祖・台北駐福岡経済文化弁事処処長プロフィール
生年月日：１９４９年２月２日
学歴：淡江大学日本研究所卒業
経歴：
１９８２年　外交部（外務省）入り
１９８４年　亜東関係協会大阪弁事処課長補佐
１９８４年　亜東関係協会大阪弁事処課長
１９９５年　台北駐日経済文化代表処業務部首席課長
２０００年　台北駐日経済文化代表処業務部次長
２００５年　外交部日本事務会諮問委員
２００７年１月　台北駐日経済文化代表処業務部長代理
２００７年４月　台北駐日経済文化代表処業務部長
２００７年９月　台北駐日経済文化代表処総務部長
２０１０年７月１６日～　台北駐福岡経済文化弁事処処長 

《２０１０年６月３０日》













